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動機
１、なぜ量子力学に興味を持ったのか

２、シュレディンガーの猫とは？

シュレディンガーの猫



量子力学とは？
・大きく言うと現代物理学の1つ

19世紀までの物理学→古典物理学 現代物理学→20世紀以降

古典物理学の代表例→ニュートン力学、マクスウェルの電磁気学

現代物理学ではアインシュタインの相対性理論

マクロの世界（巨視領
域）を記述する物理学

・量子力学の有名な学者と内容
マックス・プランク「黒体放射に関する研究」
アインシュタイン「光電効果に関する研究」
ニールス・ボーア「原子構造論」

シュレディンガー「シュレディンガー方程式」→波動力学
ハイゼンベルク、マックス・ボルン「ハイゼンベルクの運動方程式」→行列力学

ミクロの世界（微小領
域）を記述する物理学

量子論

前期量子論



光は波か粒子か？
・光は粒子である（ニュートンらが唱える）

↓

・光は波である（電磁波の発見などによる）

↓

・光は粒子性と波動性（二重性）を持つ！

17世紀

18・19
世紀

20世紀
以降



電子も波動性を持つ



電子が波動性を持つと何が変わるのか

量子条件の式

ド・ブロイ波の式

導入すると、、、

↓

電子が違う軌道になるには一定のエ
ネルギーをあたえないといけない



カロテン

←Ｅ小 Ｅ大→

カロテンはこの部分
の波長を吸収！！

↓

量子力学によってなぜカロテンがオレンジなのかがわかる！

↓



量子力学と化学の結びつき

・現代技術との結びつき
→化学、物質科学、エレクトロニクスの全体の基礎をなしており、先進国の国内総生産の１/３以上
が量子力学の知識がなければ存在しなかったもの

• 量子力学が発展しなかった場合、、、

・半導体の振る舞いは理解できない→トランジスタもマイクロチップもコンピュータも開発できない

・レーザー、ＣＤ、ＤＶＤ、ブルーレイプレイヤーもない

・スマートフォンやＧＰＳ、ＭＲＩもなかった

・物理学者ファインマンが残した言葉
「量子力学を理解しているものは1人もいない」
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補足１

•電子顕微鏡→「電子と粒子の2重性」

•太陽がなぜ輝いているのか→「量子トンネル効果」

•重水素の存在→「重ね合わせ」



補足２

•粒子と波動の2重性が現実世界では起こらない理由

→大きい（マクロな）物体の中で粒子がどのように並び運動しているかに関係している。

原子や分子は生きていない固体の中ではランダムに散らばって不規則に振動していることが多
く、液体や気体の中ではさらに熱のためにたえずランダムな運動をしている。

この分散や運動といったランダムな要因によって粒子の不安定な量子的性質はあという間に消え
てしまう。

→物体を構成するすべての量子的粒子の作用が組み合わさってそ
れぞれ互いが互いを「量子測定」する。それによって身の回りの世界
は正常に見えている。



補足3

分析の原理



補足４

ベンゼン、アントラセ
ンの場合


